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平成25年成人式
　伊賀市文化会館で成人
式を開催しました。
　会場周辺はたくさんの
新成人でにぎわい、記念
撮影をする人や再会を懐
かしむ人の姿がありました。
　ビデオメッセージでは

中学校時代の恩師が当時の思い出話やエールを送る映
像などが流され、懐かしい顔がスクリーンに映し出さ
れると会場から歓声が上がりました。
　また、主催者を代表して岡本市長が「これから自分
たちがどのように生きていきたいかをしっかり考え、
生活や行政を見つめていってください。」と、あいさつ
しました。
　今年は平成４年４
月２日から平成５年
４月１日生まれの男
性503人、女性438
人合わせて941人が
成人の仲間入りをし
ました。

それぞれの決意を胸に
巳
み

の春展
　１月５日から
８日までの４日
間、ハイトピア
伊賀で巳の春展
を開きました。
　会場では公募
により寄せられ
た作品など、今
年の干支である
「巳」にちなんだ

絵馬74点を展示しました。
　絵馬の中には蛇を立体的にみせて作ったものや、色鮮
やかなものなど個性豊かな作品があり、訪れた人は興味
深そうに見入っていました。今年の作品のほかに、過
去の巳年である昭和52年、
平成元年、平成13年の作
品も並べられました。
　また、絵馬以外に公民館
サークルによる伊勢型紙や
絵手紙、郷土玩具などを展
示しました。

　いい年になりますように　いい年になりますように１５

　
情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5022

甲賀市甲賀市 亀山市亀山市

となりまち　いが· こうか · かめやま

　陶器のまち信楽では、12
月になると陶製ひな人形作
りが最盛期を迎えます。職
人の手で作り上げる人形
は、１体ごとに違った顔を
持っています。
　桃の節句を前に、職人た
ちが命を吹き込むひな人形
を信楽に訪ねてみてはいか
がでしょうか。

【ところ】
　『窯元散策路』内の窯元やギャラリーなど
※多くの窯元や作家が、ひな人形を作っています。
【アクセス】
　信楽高原鐵道信楽駅から徒歩約 10分
【問い合わせ】
　信楽伝統産業会館
　☎ 0748-82-2345　℻   0748-82-2551

春の訪れはひなめぐりとともに
～東海道のおひなさま in 亀山宿・関宿～

命吹き込む職人の技
～信楽焼のひな人形～

　東海道「亀山宿」と「関宿」の町屋や商店に、
趣向を凝らした愛らしいおひなさまが展示されます。
　期間中は、亀山市の特産品などがくじ引きで当
たる「おひなさま手形集めラリー」やウオーキン
グなど、多彩なイベントが満載です。
【と　き】　２月 10日㈰～３月 10日㈰
　午前９時 30分～午後４時　
【ところ】　亀山市東町～関町新所
【アクセス】　亀山宿（JR 亀山駅下車北へ徒歩約
10分）、関宿（JR関駅下車北へ徒歩約５分）
【問い合わせ】
　東海道のおひなさ
ま実行委員会（亀山
市観光協会内）　
　☎0595-97-8877
　亀山市文化部観光
振興室　
　☎0595-96-1215
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島ヶ原文化講演会
　島ヶ原会館で島ヶ原文化講
演会を開きました。
　今回は、三重県埋蔵文化財
センター主幹の穂積裕昌さん
を講師に迎え、「考古学から見
た伊賀」と題してお話いただ
きました。
　穂積さんは、「伊賀にはたく
さんの遺跡や古墳があります。
中でも、考古学上で有名なも
のは石山古墳で、ここからは

たくさんの出土品が出ています。」と話しました。
　また、古代の東海道は島ヶ原を通っていたこと、伊
賀から木津川を利用して平城京や東大寺などへ木材を
運んでいたことなどを紹介しました。
　この日は、およそ 160人が会場を訪れ、講師の話を
熱心に聴いている様子でした。

伊賀の歴史を知る

電車の乗り方教室
　伊賀鉄道上野市駅で、
電車の乗り方教室を行
いました。
　これは、子どもたち
に鉄道への理解と関心
を深め、マナーを身に
つけてもらい、将来的
に伊賀線をはじめとす

る公共交通の利用を促進することを目的とした教室です。
　まず伊賀鉄道の駅員から説明を聞いたあと、実際に券
売機で切符を購入し、改札でスタンプを押してもらいま
した。子どもたちは初めての経験にとまどいながらも、
うれしそうに駅員と一緒に切符を購入しました。
　また、車庫へ移動し、洗車の見学をしました。車両を
前進させたり後退させたりしながら、その側面を洗浄す
る様子を車内から見学した子どもたちは、車窓から見え
る洗車の光景に驚きながらも真剣に見入っている様子で

した。
　この日は、柘植保育園の３歳か
ら５歳までの子どもたち21人が
参加し、電車についての体験を通
して、楽しみながら学びました。

みんなで乗ろう１16
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